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WAPフォーラムによって行われる。WAPフォーラムでは、WAP用のコンテンツを記述するためのタグ言語WMLの規定も行う。

Mobilityを駆使する
新たな潜在顧客

Forresterは基本的に「インターネット金

融は進化するものだ」という考えに立ってい

る。その進化の具体形が、近い将来にデファ

クトになるであろう技術やプラットフォームを

考慮に入れた場合にどうなるのか？　コアと

なる顧客層の特性や受容態度を絡めて、明確

に描いてみせようというのが今回のカンファ

レンスの趣旨である。

2日間にわたるセッションのデザインは、

Forresterのアナリスト6人が次世代インタ

ーネット金融の進化をテーマにしたスピーチ

を順番に展開していき、合間にそれを補強す

る外部スピーカーの講演が挟まるというもの。

元Citigroup会長であるジョン・リードや

Yahoo!のCEOティモシー・クーグルといっ

た重鎮も登場し、2000人が集まった会場を

沸かせた。

彼らが提示した次世代プラットフォームの

キーワードは「Mobility」、日本で言う「ケ

ータイ」である。iモードが1000万台も普及

してしまった日本にいればケータイが非常に

大きな影響力を持っていることは誰の目にも

明らかだが、彼らも同様に見ているというこ

とは非常に興味深い。

ケータイを使った金融サービスを使う「次

世代の顧客」とは、彼らが言う「Young,

Wired And Dangerous」なユーザー層だ。

具体的には、いま現在NapsterやGnutella

を使って音楽データのシェアリングを行って

いるユーザー層がイメージされている。彼ら

は、可処分所得が少ない現段階では音楽分

野などのデジタルコンテンツ利用にとどまっ

ているが、ライフステージが上がってくるにつ

れてインターネット金融を使うようになる。し

かも、PCではなくWAPやXMLで補強され

たモバイルプラットフォームを介した利用に

なるだろう。その際にどのような事業形態が

有効かというのが彼らの問題意識である。

この層を括るのに「Dangerous」という言

葉が入っているのは、既存の金融機関がこれ

まで相手にしてきた顧客層とはまったく異な

るメンタリティーを持っていることを強調す
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スペシャライズドエンティティー

EC関連諸分野の将来予測で定評があるForrester Research社 が6月25日～27日、米国のニュ

ーヨークで「New Realities In Online Finanical Services」と題したカンファレンスを開催した。イン

ターネット金融はこれからも大きな変貌を遂げることが予想される。その変化は何がキーとなって起こるの

か？ 彼らは新しい顧客像や新しい概念を提示してそれを説明してみせた。

「特化企業」は4タイプに分かれる

「特化企業」が勝ち残る
インターネット金融

ITからRT（Relationship Technology）へ

米国レポート

出典：Forrester Research 会場配布資料

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 2000/9 271XML（エックス・エム・エル／eXtensible Markup Language）：文書の構造を記述するタグ言語の1つでSGMLをリニューアルしたもの。文書自身の中にタグを埋め込む形で利
用され、ユーザー自身が独自のタグを定義することができるのが特徴。

るためだ。また、NapsterやGnutella自体、

既存のクライアントサーバー・アーキテクチ

ャーを破壊するインパクトを秘めた技術だと

も言える。つまり、現在見られるネット上の

ビジネスモデルが拠って立つ技術基盤が、近

い将来には崩壊することを前提に考えを進め

なければならないということだ。

特化しなければ
淘汰されてしまう

今回のカンファレンスで興味深かったのは、

「インターネット金融を担う当事者」、つまり

金融機関やノンバンク、関連会社などが4つ

のタイプに分化していくという仮説だ。ネッ

ト上の事業者は、企業全体の収益性やオペレ

ーションの効率性を考えると、事業ドメイン

を特化させて「Attractor」「Matchmaker」

「Transformer」「Enabler」のいずれかに

ならざるを得ず、それができない場合は淘汰

されてしまうと言う。

Attractorとは、今で言うポータルである。

潜在顧客を集めることに専心するコンテンツ

系 やコミュニティー系 のサイトだ。

Matchmakerは、言葉どおり顧客とサービス

提供者のマッチングを行う事業者。Trans

formerとは、潜在的に借り入れ能力のある

顧客などの借り入れポテンシャルを明確化し、

現実的な借り入れ申し込みにまで持っていく、

つまり潜在顧客を顕在顧客に変える事業者の

1. T2T＝thing to thing
 　            things talking to each other

2. P2P＝people to people conversation ＆ commerce
                   word of mouse   collective power

3. RT＝relationship technologies（not CRM）
               elements of relationships
               　　　communication ⇒“ask me what I think”
               　　　being there       ⇒if you want it, it will find you
               　　　understanding  ⇒I know fiona would love new york（＝fiona will be 
               　　　               　　　  amazed if she realizes you knew her）

4. C2C＝connect 2 co-operate

ことである。Enablerはテクノロジーを専門

に受け持ち、各事業者の技術関連のコストを

軽減する役割を果たす。わかりやすい例では、

ケータイのプラットフォームにサービス配信を

する際に、既存リソースをケータイ向けに変

換するサービスなどが挙げられるだろう。

これら4タイプの事業者がネット上で自由

に連携し、しかもリアルタイムかつダイナミ

ックにフォーメーションを組みながら1つ1つ

の金融サービスを提供していくというのが

Forresterの考えるNew Realitiesである。

「関係性」がコマースの
「場」となる

セッションの中でもっとも印象的だったの

が、NCR Knowledge Labを率いるステーブ

ン・エモットの「beyond dot.commerce」

と題された講演である。ここで彼は、非常に

深い意味を持つ新しい概念を、シンプルなキ

ーワードで参加者に伝えようとした。もちろ

んインターネット金融や電子商取引にも適用

できる概念である（下図参照）。

「T 2 T 」「 P 2 P ｣ 「 R T 」「 C 2 C 」

（Consumer to Consumerではない）という

4つのタームが示されたが、その核は「RT＝

Relationship Technology」である。近い将

来、ネット上で企業が活動領域を定められる

場は、企業間、企業個人間、個人間のいず

れかで生起する「関係性」そのものになり、

それを有意なものに変えていくテクノロジー

が非常に重要になってくる。そこに、金融だ

けでなく非金融の事業性も見出せるというこ

とを彼は言っている。これはもはやコマース

の近未来と言っていいだろう。

スティーブン・エモットが提唱するeBusinessの新概念

E*TRADE InsWeb Morningstar CreditLand

Travelers Salomon Smith Barney Citi Visa

Citi f/i Quicken Insurance Smart Money Credit Quotes

「特化企業」は自由に連携する

出典：Forrester Research 会場配布資料
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